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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】適用性が高く、放熱速度を向上させることがで
き、使用寿命を延長できる高出力ＬＥＤ照明を提供する
。
【解決手段】高出力ＬＥＤ照明は、順番に接続される駆
動装置１、固定板２、放熱装置３及び基板４を含む。放
熱装置３の一方の側面には、収納空間が設けられる。放
熱装置３の他方の側面には、第１の放熱体と、放熱装置
３に貫設される第２の放熱体と、が配置されることによ
り、風道が形成される。収納空間内には、ヒートパイプ
５が配置される。ヒートパイプ５は、基板４上のＬＥＤ
４２と接触する。ＬＥＤ４２が発光するときに発生する
熱は、ヒートパイプ５から放熱装置３、第１の放熱片３
５、第２の放熱片３６及び第３の放熱片上に伝達されて
放熱される。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
順番に接続される駆動装置、固定板、放熱装置及び基板を含み、前記放熱装置の一方の側
面には、収納空間が設けられる上、前記放熱装置の他方の側面には、第１の放熱体と、前
記放熱装置に貫設される第２の放熱体と、が配置されることにより、風道が形成され、前
記基板上には、ＬＥＤが配置され、前記収納空間内には、ヒートパイプが配置され、前記
ヒートパイプは、前記基板上のＬＥＤと接触し、
前記第２の放熱体上には、第１の放熱片と、第２の放熱片と、隣り合う２つの第２の放熱
体の隙間に配置される第３の放熱片と、が配置され、前記第１の放熱片、第２の放熱片及
び第３の放熱片の両側面には、複数の突部及び複数の孔がそれぞれ設けられることにより
、空気との接触面積が増大され、これにより、放熱速度が向上する上、使用寿命が延長さ
れることを特徴とする高出力ＬＥＤ照明。
【請求項２】
　前記第１の放熱片は、アルミニウム材料からなることを特徴とする請求項１に記載の高
出力ＬＥＤ照明。
【請求項３】
　前記第２の放熱片は、アルミニウム材料からなることを特徴とする請求項１に記載の高
出力ＬＥＤ照明。
【請求項４】
　前記第３の放熱片は、アルミニウム材料からなることを特徴とする請求項１に記載の高
出力ＬＥＤ照明。
【請求項５】
　前記駆動装置の側面には、固定装置が配置されることを特徴とする請求項１に記載の高
出力ＬＥＤ照明。
【請求項６】
前記固定装置は、順番に接続される固定部材、上蓋及び係合鉤を含むことを特徴とする請
求項５に記載の高出力ＬＥＤ照明。
【請求項７】
　前記基板には、装飾板及びカバーが順番に接続されることを特徴とする請求項１に記載
の高出力ＬＥＤ照明。
【請求項８】
前記放熱装置の下方には、ランプシェードが螺着されるされることを特徴とする請求項１
に記載の高出力ＬＥＤ照明。
【請求項９】
前記突部は、波状であることを特徴とする請求項１に記載の高出力ＬＥＤ照明。
【請求項１０】
前記ランプシェードは、アルミニウム材料からなることを特徴とする請求項８に記載の高
出力ＬＥＤ照明。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、照明設備に関し、特に、適用性が高く、放熱速度を向上させることができ、使
用寿命を延長できる高出力ＬＥＤ照明に関する。
【背景技術】
【０００２】
ＬＥＤは、輝度が高い、エネルギーを節減できる、寿命が長い、などの多くの長所を有す
るため、発光源として多くの照明設備に使用されている。しかし、従来の屋外照明、街灯
、投射ランプなどに応用されるＬＥＤ照明は、放熱効果に優れないため、改善の余地があ
った。従来のＬＥＤ照明の欠点を以下（１）～（３）に示す。
【０００３】
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（１）ＬＥＤが発光するときに発生する熱を迅速に排除できない場合、ＬＥＤの使用寿命
が短くなったり、焼損したりするため、コストが増大する。
（２）従来の屋外照明、街灯、投射ランプなどに応用されるＬＥＤ照明は、密閉構造であ
るため、空気との接触面積が少ない。従って、ＬＥＤ照明から発生する熱がランプ筐体か
ら排除されずに蓄積されやすく、放熱効果に優れない。
（３）従来のＬＥＤ照明においては、ＬＥＤ照明内に放熱フィンが配置されることにより
、放熱が行われる。しかし、従来のＬＥＤ照明の放熱フィンは、高出力ＬＥＤから発生す
る大量の熱を有効に排除できない。
【０００４】
本考案の考案者は、従来技術の欠点に鑑み、研究を重ね、長年の努力の末、ついに、従来
技術の欠点を改善できる本考案を案出した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１４０８９５号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
本考案の主な目的は、適用性が高く、放熱速度を向上させることができ、使用寿命を延長
できる高出力ＬＥＤ照明を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上述の課題を解決するために、本考案の高出力ＬＥＤ照明は、順番に接続される駆動装置
、固定板、放熱装置及び基板を含む。駆動装置の側面には、固定装置が配置される。固定
装置は、順番に接続される固定部材、上蓋及び係合鉤を含む。放熱装置の一方の側面には
、収納空間が設けられる上、アルミニウム材料からなるランプシェードが螺着される。放
熱装置の他方の側面には、第１の放熱体と、放熱装置に貫設される第２の放熱体と、が配
置されることにより、風道が形成される。基板上には、ＬＥＤが配置される。収納空間内
には、ヒートパイプが配置される。ヒートパイプは、基板上のＬＥＤと接触する。基板に
は、順番に装飾板及びカバーが接続される。
第２の放熱体上には、第１の放熱片と、第２の放熱片と、隣り合う２つの第２の放熱体の
隙間に配置される第３の放熱片と、が配置される。第１の放熱片、第２の放熱片及び第３
の放熱片の両側面には、複数の突部及び複数の孔がそれぞれ設けられることにより、空気
との接触面積が増大される。これにより、高出力ＬＥＤ照明の放熱速度が向上する上、使
用寿命を延長できる。ここで、突部は、波状である。
【０００８】
本考案は下記の特徴を有する。
（１）順番に接続される駆動装置、固定板、放熱装置及び基板を含み、前記放熱装置の一
方の側面には、収納空間が設けられる上、前記放熱装置の他方の側面には、第１の放熱体
と、前記放熱装置に貫設される第２の放熱体と、が配置されることにより、風道が形成さ
れ、前記基板上には、ＬＥＤが配置され、前記収納空間内には、ヒートパイプが配置され
、前記ヒートパイプは、前記基板上のＬＥＤと接触し、
前記第２の放熱体上には、第１の放熱片と、第２の放熱片と、隣り合う２つの第２の放熱
体の隙間に配置される第３の放熱片と、が配置され、前記第１の放熱片、第２の放熱片及
び第３の放熱片の両側面には、複数の突部及び複数の孔がそれぞれ設けられることにより
、空気との接触面積が増大され、これにより、放熱速度が向上する上、使用寿命が延長さ
れることを特徴とする高出力ＬＥＤ照明。
（２）前記第１の放熱片は、アルミニウム材料からなることを特徴とする（１）に記載の
高出力ＬＥＤ照明。
（３）前記第２の放熱片は、アルミニウム材料からなることを特徴とする（１）に記載の
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高出力ＬＥＤ照明。
（４）前記第３の放熱片は、アルミニウム材料からなることを特徴とする（１）に記載の
高出力ＬＥＤ照明。
（５）前記駆動装置の側面には、固定装置が配置されることを特徴とする（１）に記載の
高出力ＬＥＤ照明。
（６）前記固定装置は、順番に接続される固定部材、上蓋及び係合鉤を含むことを特徴と
する（５）に記載の高出力ＬＥＤ照明。
（７）前記基板には、装飾板及びカバーが順番に接続されることを特徴とする（１）に記
載の高出力ＬＥＤ照明。
（８）前記放熱装置の下方には、ランプシェードが螺着されるされることを特徴とする（
１）に記載の高出力ＬＥＤ照明。
（９）前記突部は、波状であることを特徴とする（１）に記載の高出力ＬＥＤ照明。
（１０）前記ランプシェードは、アルミニウム材料からなることを特徴とする（８）に記
載の高出力ＬＥＤ照明。
【考案の効果】
【０００９】
本考案の高出力ＬＥＤ照明は、駆動装置に固定板、放熱装置及び基板が順番に接続される
。駆動装置から出力される電力によって基板上のＬＥＤが発光し、屋外照明、街灯、投射
ランプなどの照明として応用することができる。ここで、ＬＥＤが発光するときに発生す
る熱は、ヒートパイプから放熱装置、第１の放熱片、第２の放熱片及び第３の放熱片上に
伝達されて迅速に放熱される。これにより、ＬＥＤの使用寿命を延長できる。即ち、本考
案の高出力ＬＥＤ照明は、適用性が高く、放熱速度を向上させることができ、使用寿命を
延長できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を示す斜視図である。
【図２】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を示す分解斜視図である。
【図３】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の放熱装置を示す底面図である。
【図４】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の放熱装置を示す斜視図である。
【図５】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の第１の放熱片を放熱装置に螺合接
続する状態を示す斜視図である。
【図６】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の第２の放熱片を放熱装置に螺合接
続する状態を示す斜視図である。
【図７】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の第３の放熱片を放熱装置に螺着す
る状態を示す斜視図である。
【図８】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の駆動装置を固定板に螺着する状態
を示す分解斜視図である。
【図９】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の固定板を放熱装置に螺着する状態
を示す分解斜視図である。
【図１０】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明のヒートパイプを放熱装置に接合
する状態を示す分解斜視図である。
【図１１】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の基板を放熱装置に螺着する状態
を示す分解斜視図である。
【図１２】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を屋外照明に応用した状態を示す
斜視図である。
【図１３】本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を屋外照明に応用する状態を示す
分解斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
本考案の目的、特徴および効果を示す実施形態を図面に沿って詳細に説明する。
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【００１２】
図１～図１１を参照する。図１は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を示す斜
視図である。図２は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を示す分解斜視図であ
る。図３は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の放熱装置を示す底面図である
。図４は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の放熱装置を示す斜視図である。
図５は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の第１の放熱片を放熱装置に螺合接
続する状態を示す斜視図である。図６は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の
第２の放熱片を放熱装置に螺合接続する状態を示す斜視図である。図７は、本考案の一実
施形態による高出力ＬＥＤ照明の第３の放熱片を放熱装置に螺着する状態を示す斜視図で
ある。図８は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の駆動装置を固定板に螺着す
る状態を示す分解斜視図である。図９は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の
固定板を放熱装置に螺着する状態を示す分解斜視図である。図１０は、本考案の一実施形
態による高出力ＬＥＤ照明のヒートパイプを放熱装置に接合する状態を示す分解斜視図で
ある。図１１は、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の基板を放熱装置に螺着す
る状態を示す分解斜視図である。
【００１３】
図１～図１１から分かるように、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明は、主に、
順番に接続される駆動装置１、固定板２、放熱装置３及び基板４を含む。駆動装置１の底
部両側には、第１のねじ穴１０が設けられる。固定板２には、第２のねじ穴２０が設けら
れる。第１の螺合部材１１が第１のねじ穴１０と、第１のねじ穴１０と対向する第２のね
じ穴２０と、に螺合されることにより、駆動装置１は、固定板２上に螺着される（図８参
照）。放熱装置３の下方には、収容空間３０及び複数の第３のねじ穴３１が設けられる（
図３参照）。放熱装置３上方には、柱状の第１の放熱体３２と、放熱装置３に貫設される
円柱状の第２の放熱体３３と、が配置される。任意の２つの第１の放熱体３２と、任意の
２つの第２の放熱体３３と、第１の放熱体３２と第２の放熱体３３との間の隙間と、によ
り、空気が導入される風道３４が形成される（図４参照）。これにより、第１の放熱体３
２及び第２の放熱体３３の周囲を空気が流動する。これにより、第１の放熱体３２及び第
２の放熱体３３は、３６０度の方向から風を受け、空気との熱交換効率が向上されるため
、放熱速度が向上する。第１の放熱体３２上方には、第２のねじ穴２０と対向する第４の
ねじ穴３２０が設けられる。第２の螺合部材３２１が第２のねじ穴２０及び第４のねじ穴
３２０に螺合されることにより、固定板２は、第１の放熱体３２上に螺着される（図９参
照）。収納空間３０内には、ヒートパイプ５が配置される。ヒートパイプ５は、熱伝導接
着剤により、放熱装置３下方に接着される（図１０参照）。また、第３の螺合部材４０が
基板４上に設けられ、第３のねじ穴３１と対向する第５のねじ穴４１と、第３のねじ穴３
１と、に螺合されることにより、基板４は、放熱装置３下方に螺着される上、ヒートパイ
プ５を挟持固定する（図１１参照）。これにより、ヒートパイプ５は、基板４上に螺合接
続又は接着されるＬＥＤ４２と接触し、ＬＥＤ４２から発生する熱がヒートパイプ５上に
直接伝達される。
【００１４】
ここで、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明の第２の放熱体３３上には、組み合
わせ式の第１の放熱片３５（図５参照）と、第２の放熱片３６（図６参照）と、第４の螺
合部材３７０が第３のねじ穴３１に螺合されることにより、隣り合う２つの第２の放熱体
３３間の隙間に螺着される１６の第３の放熱片３７（図７参照）と、が配置される。収納
空間３０内に配置されるヒートパイプ５の端部が第２の放熱体３３及び第１の放熱片３５
内に貫設されることにより、ヒートパイプ５が吸収した熱は、放熱装置３を介し、第２の
放熱片３６及び第３の放熱片３７上に伝達される。即ち、ＬＥＤ４２から発生した熱は、
ヒートパイプ５及び放熱装置３を介し、第１の放熱片３５、第２の放熱片３６及び第３の
放熱片３７上に伝達されて放熱される。また、第１の放熱片３５、第２の放熱片３６及び
第３の放熱片３７上には、孔３９及び波状の突部３８がそれぞれ設けられることにより、
放熱片と空気との接触面積が増大される。これにより、放熱効率が高められ、放熱速度を
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向上させることができる。
【００１５】
本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明は、駆動装置１から出力される電力が第２の
放熱片３６に貫設された電源線を介し、基板４に伝達されることにより、基板４上のＬＥ
Ｄ４２が発光する。ＬＥＤ４２から発生した熱は、ＬＥＤ４２と接触するヒートパイプ５
によって吸収される。次に、ヒートパイプ５が吸収した熱は、第１の放熱片３５上に直接
伝達されたり、放熱装置３を介し、第２の放熱片３６及び第３の放熱片３７上に間接的に
伝達されたりする。また、放熱装置３上に配置された第１の放熱体３２及び第２の放熱体
３３との間の隙間によって形成される風道３４によって空気が導入されて放熱が行われる
以外に、空気との接触面積を増大させる波状の突部３８と、第１の放熱片３５、第２の放
熱片３６及び第３の放熱片３７にそれぞれ設けられる孔３９と、によって極めて優れた放
熱効果が実現され、放熱速度を向上させるだけでなく、ＬＥＤ４２の使用寿命を延長でき
る。また、発光出力が３００ワットのＬＥＤ４２を使用することができる。即ち、本考案
の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明は、高出力を実現し、放熱速度を向上させ、ＬＥＤ
４２の使用寿命を延長できる。
【００１６】
図１２及び図１３を参照する（図４も合わせて参照）。図１２は、本考案の一実施形態に
よる高出力ＬＥＤ照明を屋外照明に応用した状態を示す斜視図である。図１３は、本考案
の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を屋外照明に応用する状態を示す分解斜視図である
。
【００１７】
図１２及び図１３に示すように、駆動装置１の上方には、固定装置６が配置される。固定
装置６は、下方から上方に順番に接続される固定部材６０、上蓋６１及び係合鉤６２を含
む。固定部材６０内には、駆動装置１が配置される。固定部材６０の２つの底端には、第
６のねじ穴６００が設けられる。第２の螺合部材３２１が固定部材６０の第６のねじ穴６
００と、固定板２の第２のねじ穴２０と、第１の放熱体３２の第４のねじ穴３２０と、に
螺合されることにより、固定部材６０及び固定板２は、第１の放熱体３２上に螺着される
。固定部材６０上方には、嵌合孔６０１が設けられる。係合鉤６２下方の円柱状の底部を
利用することにより、係合鉤６２底部が嵌合孔６０１内に嵌合されると共に、上蓋６１が
挟持固定される。固定装置６により、本考案の一実施形態による高出力ＬＥＤ照明を必要
に応じて設置したい場所に掛設することができる。本考案の一実施形態による高出力ＬＥ
Ｄ照明は、屋外照明のみならず、街灯、投射ランプなどの照明設備に応用することができ
る。
【００１８】
また、基板４の外縁には、装飾板７及び透明のカバー８が順番に接続される。カバー８と
放熱装置３との間には、ランプシェード９が螺着される。装飾板７上には、基板４の第５
のねじ穴４１と、放熱装置３上の第３のねじ穴３１と、に対向する第７のねじ穴７０が設
けられる。第３の螺合部材４０により、装飾板７及び基板４は、放熱装置３上に螺着され
る。また、装飾板７は、基板４外縁に配置される。カバー８及びランプシェード９上には
、放熱装置３上の第３のねじ穴３１に対向する第８のねじ穴８０及び第９のねじ穴９０が
設けられる。第５の螺合部材８１により、ランプシェード９およびカバー８は、放熱装置
３上に順番に螺着される。これにより、ＬＥＤ４２が保護されるのみならず、美観性が高
められる。また、ランプシェード９により、光線が下方に投射され、照明として使用され
る。ランプシェード９は、アルミニウム材料からなり、ランプシェード９と放熱装置３と
が互いに接触することにより、ＬＥＤ４２から発生する熱がランプシェード９を介しても
放熱され、放熱効果が高められる。
【００１９】
上述したことから分かるように、本考案の高出力ＬＥＤ照明は、以下（１）～（３）の長
所を有する。
【００２０】
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（１）本考案の高出力ＬＥＤ照明の放熱装置上に配置される組み合わせ式の放熱片は、ヒ
ートパイプが貫設されてヒートパイプと直接接触する以外に、空気とも直接接触するため
、放熱速度を向上させることができる。
（２）本考案の高出力ＬＥＤ照明は、密閉構造ではないため、放熱装置及び放熱片を外部
空気と直接接触させることができる。これにより、極めて優れた放熱を行うことができ、
放熱速度を向上させる上、ＬＥＤの使用寿命を延長できる。
（３）本考案の高出力ＬＥＤ照明は、放熱片上に複数の突部及び複数の孔が設けられるこ
とにより、放熱片と外部空気との接触面積を増大させることができ、極めて優れた放熱を
行うことができる。これにより、発光出力が３００ワットのＬＥＤを使用することができ
る。
【００２１】
以上の説明は、本考案の一実施形態を示したものであり、本考案の実施範囲を限定するも
のではない。即ち、本考案の実用新案登録請求の範囲に記載の内容と同等効果である変更
または修飾は、全て本考案に含まれる。
【符号の説明】
【００２２】
　１　駆動装置
　１０　第１のねじ穴
　１１　第１の螺合部材
　２　固定板
　２０　第２のねじ穴
　３　放熱装置
　３０　収納空間
　３１　第３のねじ穴
　３２　第１の放熱体
　３２０　第４のねじ穴
　３２１　第２の螺合部材
　３３　第２の放熱体
　３４　風道
　３５　第１の放熱片
　３６　第２の放熱片
　３７　第３の放熱片
　３７０　第４の螺合部材
　３８　突部
　３９　孔
　４　基板
　４０　第３の螺合部材
　４１　第５のねじ穴
　４２　ＬＥＤ
　５　ヒートパイプ
　６　固定装置
　６０　固定部材
　６００　第６のねじ穴
　６０１　嵌合孔
　６１　上蓋
　６２　係合鉤
　７　装飾板
　７０　第７のねじ穴
　８　カバー
　８０　第８のねじ穴
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　８１　第５の螺合部材
　９　ランプシェード
　９０　第９のねじ穴

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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